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1. は じ め に 

表層崩壊は、地すべりや深層崩壊を含む崩壊全体のおよそ 90%にあたるものであり、道路・防災・住宅

分野に大きな影響を与えている。表層崩壊の範囲を予測し効果的な対策を選択・設計するためには、崩壊

の可能性のある表土層の厚さや強度を把握する必要がある。これまで、ボーリング調査や土研式貫入試験

が多く実施されてきたが、施工性や調査精度の面から幾つかの問題点があった。 

このような中で、簡易動的コーン貫入試験機の改良型として SH 型貫入試験機が開発された。この試験

機は斜面表層付近の微細な構造を把握でき、今後の表層崩壊対策に対して有効な手段となるものである。 

今回、愛媛県のご協力を得て、SH 型貫入試験を使用して、農道切土のり面崩壊箇所において調査解析

を実施したので、ここに一部を報告する。 

2. SH 型貫入試験機と既往研究成果 

本調査では SH 型貫入試験機を用いた。これは従来使用されていた土研式試験機を、重錘の重さを変更

可能にし、1 打撃毎の貫入量を測定できるようにしたものである。 

SH 型貫入試験機は、図-1 に示すように 5kg の重錘を 3kg と 2kg の着脱式の重錘に分割することによっ

て、表層付近の微細な構造を従来より軽い 3kg の重錘の打撃で調査し、それよりも深い深度では 2kg の重

錘を追加し、5kg の重錘で調査を

おこなうものである。3kg で測定

した結果を Nd’値と呼んでいる。 

  SH 型貫入試験を用いた研究は、

吉松ら 1)が平成 14年に基本的な性

能を発表して以来、平成 16 年には

平松ら 2)が砂防調査への適用性の

研究、同年には内田ら 3)が崩壊深

推定、平成 17 年に小山内ら 4)が崩

壊深推定手法の検討、平成 19 年に

は綱木ら 6)が地層区分および崩壊

深の検討を行っている。 

一方、実務面においては SH 型

貫入試験を一般的なものにするた

めに、その技術基準と標準積算資

料の整備が「全国がけ崩れ地すべ

り対策協議会」によって進められているところである。 

3. 現地調査結果と解釈 

 対象地の地質は概ね花崗岩で構成され、切土のり面には風化を受けたマサ土が露出していた。渇水期の 

施工であったことから一時的な安定は保っていたが、豊水期に入って豪雨を経験した途端に崩壊が発生し 

た。40m ほどの延長を持つ切土のり面の内、崩壊箇所と未崩壊箇所の違いについて、のり表面を構成する 

キーワード SH 型貫入試験、表層崩壊、崩壊深、１打撃貫入量、Nd 値 
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図-1 SH 型貫入試験機概要 
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土層の違いに着目し、SH 型貫入試験を 10 箇所実施した(図-2)。ここで、試験から得られる Nd 値は、Nd<10

の土層が崩壊の恐れのある地層とされる(小山内ら 5))。ここで、該当する土層の層厚の分布域を図-3 に整

理すると、崩壊が発生した箇所では厚く、未崩壊箇所では極端に薄いことが判明した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       図-2 地質断面図(抜粋)             図-3 Nd=10 等深線図 

4. お わ り に 

 今回の事例においても Nd<10 の土層の崩壊し易さが証明され、同様な道路切土のり面調査や急傾斜地地

質調査において、斜面の不安定度や崩壊規模の設定に際して、SH 型貫入試験の優位性を示すことができ

た。今後は、調査設計段階はもちろんのこと、施工段階や維持管理面においても SH 型貫入試験を実施する

ことで、適切な崩壊規模や安定度評価が可能と考える。 

 加えて、現在、N 値との相関についても、表土層調査技術研究会において、Nd<10 の範囲であれば Nd=N

値という関係が示されつつある。本事例のなかでも、図-2 に示した Bor.No.1 の 1.15m の N 値と Nd 値にも

同様の関係が認められる。今後は、急傾斜地崩壊防止対策事業や道路事業を通じて、NETIS 登録された SH

型貫入試験の活用を推進することでデータを蓄積し、検討することが必要と考える。 
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